
ー

｝

鼻　各　位　巌

環軸5、7年1月菅H

「石挟ま広会」

会　長　　岡　田 采二感

謹ん＿一号新春の欝凝硯を申し上げます・

操にかが打まして法廷き新春をか吼えのこととお妻び申し上げます．

阜て∴鮮卑8月8日に開催数しました岩手高等学校蕗8回卒稟25

嶽率記念尊卑塵紆儀しま‾して、ど参会の皆様からのど発領で、当学年

篭「軍装翠広重」と命名いたし・正式に発会する運びと怒りました・

そゐ轟、不肖拳が初代会長として盤革され、当会を代表いたすこと

し尭ご‾：就きましてば青監∂重大なることを自覚しておりかま．す

感奮等カ．する席亭でございます．

背■常‾と‾窟蓮‾奄m富重臣せて奇｛啓の一発優だ寄二毒すせ伽－

吏宮儀‾償、‾　5年紆一重の買鯨を予定数してかかます．

恕審密度藩應庵て好、下記の諸氏だ幹事をお8い致しましたので、

塞瑚密事や廟廟や肇や油層協力をせ牒両牒し上げます●

致∴轟遺草の叢刑専匹つきまして抒会長、‾幹事会だて決め首せて

鹿妻とうどざいます．
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